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いいののちちとと暮暮ららししをを守守るる！！  

今今年年もも頑頑張張ろろうう‼‼  
 

年明け早々、能登地方で大地震が発生し 

甚大な被害が生じました。多くの方が亡く

なられました。心からお悔やみを申し上げ

ますと共に、被災された方々の一日も早い

復旧と復興が成されますよう、ご支援を申

し上げます。よって、新年のあいさつは遠

慮させていただきます。 

昨年、トリチウム汚染水海洋放出が強行

されましたが、社民党は県内や全国の皆様

と連帯し諦めずに海洋放出中止を強く求め

活動を進めます。 

自民党が政治資金規正法に反する裏金つ

くりを重ねてきたことが明るみになり政治

問題となっています。自民党は派閥を解散

し形を変えて表面を繕っていますが、ほと

ぼりが冷めたら派閥を復活させ、裏金つく

りをすることは見え透えています。 

岸田政権は、能登地震への対応が後手々

に回り、地形的な条件があるにしても発生

後、１ヶ月が過ぎても十分な復旧ができな

いことは、政府の指導力の欠如と言わざる

を得ません。東日本大震災の教訓や経験が

全く活かされていません。さらに原発の被

災の状況も明らかにされず、国・北陸電力

の隠ぺい体質が問題です。 

腐りきった自民党と政権維持に躍起にな

っている岸田首相が政権を続けることは許

せません。 

今年、衆議院総選挙が予想されます。私

たちは平和憲法を護り、海洋放出を中止さ

せ、「いのちと暮らしを守るため」頑張りま

しょう。 

今年も、よろしくお願いいたします。 

 

            １月 21日(日) 

           午後２時から石川 

           地方教育会館にお 

いて「石川総支部 

2024旗開き」を開催し、石川地区連合・労

働組合・退職者会・党員、１８名が参加し、

親しく交流をおこないました。 

 旗開きの開会に先立ち、能登地震災害の

犠牲者に対し全員で黙とうし、芳賀石川総

支部代表が「能登地震災害の犠牲者にお悔

やみを申し上げ、被災者の皆様にお見舞い

を申し上げると共に一日も早い復旧・復興

をお祈り申し上げる。」と哀悼の意を表し、

「トリチウム汚染水海洋放出反対、いのち

と暮らしを守る活動、衆議院総選挙を全力

で取り組む。」とあいさつしました。 

 続いて、遠藤社民党福島県連合幹事長か

ら連帯あいさつと「今日の情勢と社民党の

取り組み」について問題提起講演をいただ

きました。 

 講演修了後 

４年ぶりに交 

流会をおこな 

い親交を深め 

ました。 
 

＝ 当面の日程 ＝ 

３/３ 社民党福島県連合第 37回定期総会 

郡山市 さんかくプラザ 

３/16 原発のないふくしまを！県民大集会 

福島市 パルセいいざか 

 

 

 

 

 

石石川川総総支支部部  
2200““2244 旗旗開開ききをを  

開開催催ししままししたた！！  

遠藤幹事長講演 

～ つぶやき  「豆まき」 ～ 

太陰太陽暦では立春に最も近い新

月を元日とし、新年の始まりであるこ

とから、立春の前日に豆をまいて邪鬼

を払い無病息災を願う「節分」の行事

が行われるようになったそうです。  

 

 


